
移動等円滑化促進方針の策定に向けて
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バリアフリー法に関する経緯
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●ハートビル法制定

ハートビル法（高齢者、身体障害者等が円滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律）
不特定多数の人たちが利用し、または、主に高齢者、身体障がい者等が利用する建築物のバリアフリ

ー化を進めるため、通称「ハートビル法」が制定。

交通バリアフリー法（高齢者、身体障害者等の公共交通機関を利用した移動の円滑化の促進に関する法律）
公共交通機関と駅などを中心とした地区のバリアフリー化を目標とする、通称「交通バリアフリー法」

が制定。

新潟市交通バリアフリー基本構想・かめだまち移動円滑化基本構想
交通バリアフリー法に基づき、特にバリアフリー化を重点的・一体的に取り組む地区を設定し、公共

交通機関を利用した移動の利便性及び安全性向上を推進する計画を策定。

H6

建物のバリアフリー

H12 H15

新潟市交通バリアフリー基本構想

（H22）
●交通バリアフリー法制定

法制定を踏まえ
基本構想策定に着手 かめだまち移動円滑化基本構想

公共交通機関のバリアフリー

交通バリアフリーの方針

●バリアフリー法制定
H18 H30 R4

新潟市移動等円滑化促進方針

R6
●バリアフリー法改正（H30一部施行、H31全部施行）

法改正を踏まえ
移動等円滑化促進
方針策定に着手

バリアフリー法（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）
より一体的に・連続的な移動空間を形成するための総合的なバリアフリー施策の推進を目的に、「ハー

トビル法」と「交通バリアフリー法」を統合し、新たに「バリアフリー法」が制定。さらなるバリアフ
リー化を図るため、移動等円滑化促進方針（及び基本構想）の作成を努力義務化。

（予定）

総合的なバリアフリー



新潟市交通バリアフリー基本構想・かめだまち移動円滑化基本構想
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旧交通バリアフリー法に基づき、旅客施設、周辺の道路、駅前広場、信号機等のバ

リアフリー化を重点的・一体的に推進する地区（以下、「重点整備地区」）を設定し、

その整備方針を明確にすることにより、旧新潟市・旧⻲⽥町における公共交通機関を

利用した移動の利便性及び安全性の向上を促進するため「新潟市交通バリアフリー基

本構想」・「かめだまち移動円滑化基本構想」を策定

平成15年3月策定 平成14年2月策定



新潟市交通バリアフリー基本構想
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基本方針
移動しやすい環境の形成
①安全かつ円滑に移動できる環境の整備
②社員対応の充実
③冬期における取り組み

市⺠と⼀体となった環境づくりの推進
①沿道の理解と協力
②参加型の環境づくりの推進
③冬期における取り組み
④心のバリアフリー化への取り組み

計画期間：H15〜H22
重点整備地区：５地区

新潟万代地区、万代島地区、白山地区、
寺尾地区、内野地区

重点整備地区設定コンセプト：1日当たりの平均的な利用者数が
5,000人以上の旅客施設を中心と
したエリア

交通バリアフリー基本構想策定検討委員会



重点整備地区【新潟万代地区】
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新潟駅

中央図書館

万代市民会館

中央区役所
東出張所

総合福祉会館

新潟市万代病院

商業施設
プラーカ

伊勢丹

万代シテイ
ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

ラブラ万代

中央図書館

万代市民会館

中央区役所
東出張所

総合福祉会館

新潟市万代病院

ラブラ万代

万代シテイ
ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

伊勢丹

新潟駅
商業施設
プラーカ

JR新潟駅リニューアルイメージ

万代シテイバスセンター

1km



宮浦中学校

佐渡汽船
ターミナル

国
道
11
3号

朱鷺メッセ

コンベンショ ンセンター

佐渡汽船
ターミナル

大かま

ピア万代

重点整備地区【万代島地区】
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万代島（遠景）

万代島多目的広場・屋内広場（大かま）

1km



重点整備地区【白山地区】
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白山駅

県立がんｾﾝﾀｰ

身体障がい者更正相談所

新潟市役所

新潟大学医学部
付属病院

急患診療ｾﾝﾀｰ

ふれあい福祉ｾﾝﾀｰ

陸上競技場

県民会館

JR白山駅

新潟市役所

1km



重点整備地区【寺尾地区】
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寺尾駅

西区役所

坂井輪公民館

老人憩の家 寺尾荘

JR寺尾駅

⻄区役所 1km
撮影 Artisan Photography Inc.



重点整備地区【内野地区】
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内野駅
西地区公民館

西区役所
西出張所

JR内野駅

⻄区役所⻄出張所

1km



かめだまち移動円滑化基本構想
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基本方針
高齢者・身体障がい者等に優しく、雪に強い歩行空間ネットワークの形成
①高齢者・身体障がい者等に優しい空間整備
②雪に強い整備
③障がい物のない歩行者空間

計画期間：H14〜H22
重点整備地区：１地区

⻲⽥駅周辺地区

⻲⽥町移動円滑化基本構想策定検討委員会



重点整備地区【⻲⽥駅周辺地区】
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亀田第一病院

交流ｾﾝﾀｰ

亀田駅

新潟明訓高校

高等養護学校

新潟向陽高校

福祉相談ｾﾝﾀｰ

障がい者施設 あさひ園

ふれ愛プラザ

JR⻲⽥駅

1km



バリアフリー法（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）
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１．基本理念
バリアフリー法に基づく措置は、「共生社会の実現」と「社会的障壁の除去」に

資することを旨として行わなければならないことを基本理念として明記

２．公共交通施設や建築物等のバリアフリー化の推進
・ハード面の移動等円滑化基準の適合：新設等は義務、既存は努力義務（新設・既
存問わず整備目標を設定し整備を推進）

・各施設設置管理者が行う情報提供や、優先席・車椅子用駐車場施設等の適正利用
推進のための広報・啓発活動：努力義務

・旅客施設等を使用した公共交通事業者等の役務の提供方法に関するソフト基準の
遵守：新設等は義務、既存は努力義務

・他の公共交通事業者から公共交通事業者等への協議：応諾義務
・公共交通事業者等の旅客支援、職員に対する教育訓練：努力義務
・公共交通事業者等のハード・ソフト計画の作成、取組状況の報告・公表：義務

国土交通省資料を基に作成



バリアフリー法（高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）
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３．地域における重点的・⼀体的なバリアフリー化の推進
・市町村が作成する移動等円滑化促進方針や基本構想に基づき、地域における重点
的かつ一体的なバリアフリ―化を推進

・移動等円滑化促進方針において、「心のバリアフリー」に関する事項を計画的に
明記することを求めることとし、ソフト面での取り組みを推進

・基本構想には、ハード整備に関
する各特定事業及び「心のバリ
アフリー」に関する教育啓発特
定事業を位置づけることで、関
係者による事業の実施を促進

・移動等円滑化促進方針・基本構
想の作成、定期的な評価・見直
しを努力義務化

４．当事者による評価
高齢者・障がい者等の関係者で構成する会議を設置し、定期的に、移動等円滑化の

進展状況を把握・評価することを努力義務化

国土交通省資料を基に作成



移動等円滑化促進方針・基本構想
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移動等円滑化促進方針
旅客施設を中心とした地区や、高齢者、障がい者等※が利用する施設が集積する地

区において、市町村が面的・一体的なバリアフリー化の方針を示すものであり、具体
的な事業化の動きがなくても、市町村全域にわたる方針を示すなど、地域におけるバ
リアフリー化の考え方を共有することが可能となる。

移動等円滑化基本構想
旅客施設を中心とした地区や、高齢者、障がい者等※が利用する施設が集積する地

区において、公共交通機関、道路、路外駐車場、都市公園、建築物等のバリアフリー
化を重点的・一体的に推進するために、具体的な事業を位置づけた計画であり、基本
構想の作成を通じて施設管理者相互の連携・調整を行い、移動の連続性の観点から面
的・一体的なバリアフリー化が可能となる。

新潟市 R4年度着手 → R5年度策定予定

新潟市 R６年度以降着手予定

国土交通省資料を基に作成
※ 高齢者、全ての障がい者（身体障がい者のみならず知的障がい者、精神障がい者、及び発達障がい者を含む。）及び妊産婦
等、日常生活または社会生活において身体の機能上の制限を受ける者は全て含まれる。



移動等円滑化促進方針

15国土交通省資料

重点整備地区 移動等円滑化促進地区

移動等円滑化促進地区

重点整備地区

駅を含まない重点整備地区

市境

観光地



移動等円滑化促進方針策定のメリット

16国土交通省資料



新潟市移動等円滑化促進方針の策定に向けて
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・既存の計画（基本構想等）の事後評価、現状調査、関係団体等へのヒアリングなど
を踏まえ、本市の現況（課題）を整理

・課題を解決するための基本方針と取り組みの方針（心のバリアフリー含む）を設定
・バリアフリー化の優先度が特に高い地区「移動等円滑化促進地区」を設定
・届出制度、情報収集に関するルールづくり
・ＰＤＣＡサイクルの構築

新潟市移動等円滑化促進方針の構成イメージ
１）計画策定にあたって （背景／目的／位置づけ／計画期間）
２）市の概況 （人口状況／障がい者状況／主要施設／移動特性）
３）市の基本方針 （基本理念／目指す方向性）
４）移動等円滑化促進地区 （区域設定／生活関連施設／経路設定）
５）移動等円滑化促進に関する取り組み方針 （全市／促進地区）
６）届出制度 （制度概要／対象箇所）
７）情報収集 （情報提供対象事項／提供方法）
８）心のバリアフリー （取り組み方針）
９）計画の評価・見直し

策定のポイント

新潟市移動等円滑化
促進方針策定検討協議会
で意見交換等を行いながら

策定



移動等円滑化促進地区について

18

● 地区選定要件（バリアフリー法より）
（１）生活関連施設があり、かつ、それらの間の移動が通常徒歩で行

われる地区
→原則として生活関連施設が概ね３以上あり、これらの施設が徒
歩圏内に集積している地区

（２）生活関連施設及び生活関連経路についてバリアフリー化の促進
が特に必要な地区

（３）バリアフリー化を促進することが、総合的な都市機能の増進を
図る上で有効かつ適切な地区

生活関連施設
旅客施設、官公庁施
設、福祉施設、病院、
文化施設、商業施設

など

生活関連経路
生活関連施設相互の

経路

● 地区選定に向けた考え
具体的な整備計画のある地区や旅客施設の規模などを考慮しながら、優先度の高い場所から

地区を選定

国土交通省資料を基に作成



新潟市移動等円滑化促進方針の策定の進め方について
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● 策定スケジュール（予定）

新潟市移動等円滑化
促進方針策定検討協議会 庁内関係部署等

市⺠意見等
①ヒアリング調査
②まち歩き点検
③パブリックコメント

反映

R4

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
項　目

協議会開催

ヒアリング調査

まち歩き点検

●

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト

基本方針

● ● ●

R6

基礎調査

課題整理

公
　
表

地区設定

とりまとめ

議
会
説
明

R5

素
案
作
成

●


